
（別紙３）

～ 2024年　12月　7日

（対象者数） 24人 （回答者数）
21人

～ 2024年　12月　7日

（対象者数） 8人 （回答者数）
8人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・さらに知識の幅が広がるよう積極的に研修に参加し、日々

の支援に活かしていけるよう職員間での情報共有を密に行っ

ていく。

2

・普段、直接会うことが難しい保護者への対応を工夫してい

く。

3

・利用児童の意見を取り入れ、プログラムを立案していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・公園や外出先での交流を大切にしつつ、行事として交流の

機会について検討していく。

2

・保護者の方に向けて安心できるような対応をしていく。

3

・今後は保護者会開催の検討と共に研修についても検討して

いきたい。

○事業所名

○保護者評価実施期間
2024年　11月　5日

○保護者評価有効回答数

2024年　11月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・家族支援や家族向けの研修について ・情報の提供に関しては通信や面談等で行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域との交流について ・現在、行事として交流する機会は設けられていない。

・公園や外出先で一緒に過ごす場面はある。

・非常災害発生への備えについて ・マニュアルを作成し訓練も行っている。

・保護者への周知が不十分な面もあるのではないか。

・利用児童への適切な支援について ・子どもの特性を理解し、経験や研修等で得た知識を活かし、

支援している。

・個々の児童に合わせた支援内容を作成し、職員会議を行った

うえで決定している。

・保護者への支援について ・年３回の会報（のこのこ通信）を発行し、全世帯にお渡し

HPのブログを定期的に更新し、日常の様子を発信している。

・相談や連絡があった際には迅速に対応するよう努力してい

る。

・活動、支援プログラムについて ・行事等に関しては毎月見直しを行い、平日、土曜日の活動が

固定化されないよう気を付けている。また、長期休みに関して

も楽しみながら支援、療育につながる行事を考え提供してい

る。

事業所における自己評価総括表公表


